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8．構造計画

8-3. 構造架構形式

２ 期工事

１ 期工事

仙台市本庁舎建替基本設計書

③免震装置（アイソレータ－）③免震装置（アイソレータ－）③免震装置（アイソレータ－）

免震 + 制振ハイブリット構造 概要パース

21.6ｍ

免震層下部︓
鉄筋コンクリート造

（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）
耐震壁付きラーメン構造

地下駐車場は土圧水圧を
考慮し強固な RC 造を採用

メガトラス＋アウトリガーフレーム
3 階機械室は 1 層トラス構造とした
メガストラクチャーを構築
L 型耐震コアと繋げ低層部の剛性強化

L 型耐震コア
鉄骨ブレースコアを中央にバランス良く
配置、制振ダンパーを併用し
減衰効果を高める

鉄骨ロングスパン計画
工期短縮を見込める鉄骨造を採用
基本グリットを 7.2m×14.4m と 21.6m
としたフレキシビリティの高い架構計画

直接基礎（ベタ基礎）
良質な砂礫層を支持層として、
不同沈下の恐れの少ないベタ基礎を採用

 東日本大震災から続く余震や将来発生し得る巨大地震に対し、建物の損傷を軽微に留めることにより市庁舎機能を
維持し、業務が継続できる高い耐震性能を有する施設を目標とします。加えて市庁舎として求められる機能性や快適
性を満足する空間の実現及び経済性や耐久性、施工性を十分に考慮します。
   1 期の高層棟は、安心・安全で、かつフレキシブルな機能性を実現できる「免震構造」とし、2 期の低層建物には
重要度係数を考慮した「耐震構造」とすることで耐震性を高めて長寿命化を図ります。

 本建物は災害時における防災拠点としての市庁舎機能の維持が求められており、「官庁施設の総合耐震・対津波計
画基準及び同解説（令和 3 年版）」では、国の重要施設となる官庁施設において耐震性能Ⅰ類 ( 重要度係数 I=1.5) の
耐震安全性能を満足することが目標とされています。
1 期の高層棟は免震構造を採用し、上記の耐震性能Ⅰ類 ( 重要度係数 I=1.5) と同等以上とし、2 期の低層建物は、
施設用途に応じた耐震性能を有する計画とします。

【1 期】

【2 期】

【重要度係数】

【耐震安全性の目標】

8-1. 構造概要

8-2. 耐震安全性の目標

免震 + 制振ハイブリッド構造の採用
・１期の高層棟には、「免震構造」により大地震時における入力地

震動を大幅に低減します。さらに上層階の長時間に亘る揺れを
早期に減衰させるため、「制振装置」を組み合わせ、安心・安全
かつ家具等の転倒や天井等の落下による被害を抑えます。

・２期工事となる北側の建物は、庁舎構造とは分離して計画しま
す。それぞれ独立した構造とすることで、将来の増減築にフレ
キシブルに対応できます。

建物の重量を支える
ゴムによって地震時に
ゆっくり揺れ、地震の
揺れをできるだけ建物
に伝わらないようにし
ます。

①減衰装置（ダンパー）①減衰装置（ダンパー）①減衰装置（ダンパー）
地震時のエネルギーを
吸収することで、建物
の揺れを早く抑えます。

②制振ダンパー②制振ダンパー②制振ダンパー
地震時のエネルギーを
吸収して揺れを低減し
ます。

免震層上部︓鉄骨造
（1F 〜 10F 柱︓CFT）
ブレース付ラーメン構造

中間層免震
（1F 床下）

14.4ｍ
7.2ｍ

免震案 免震 + 制振案
( 本計画 )

頂部の揺れが
大きくなりやすい

頂部の揺れを約 30％
軽減可能

制振ダンパー

耐震ブレース

免震装置

施設の用途

部位 分類 耐震安全の目標 重要度係数

対象施設

指定行政機関入居施設
指定地方行政ブロック機関入居施設
東京圏、名古屋圏、大阪圏及び地震防災対策
強化地域にある指定地方行政機関入居施設

指定地方行政機関のうち上記以外のもの及び
これに準ずる機能を有する機関入居施設

大地震動後、構造体の補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし、
人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図られている。

大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし、
人命の安全確保に加えて機能確保が図られている。

大地震動により構造体の部分的な損傷は生じるが、建築物全体の耐力の低下は著しくない
ことを目標とし、人命の安全確保が図られている。

耐震安全性の目標
構造体

Ⅰ類

Ⅱ類

A 類 甲類

1.50

1.25

1.00

建築非構造部材 建築設備

災害対策の指揮、情報伝達
のための施設

構造体
( 重要度係数 )

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅲ類
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9. 環境配慮計画

グリーンビルディングの整備

□環境配慮事項

CASBEE S ランクを取得
・室内環境の向上とともに省資源・省エネルギーなどの環境負荷

削減や周辺環境に配慮し、 CASBEE S ランクを達成します。

9-1. 環境配慮計画コンセプト

9-2. 環境配慮項目
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□設計段階
・外壁・開口部の断熱強化
・動的熱負荷計算による熱源容量最適化
・高効率機器、地中熱利用
・中温冷水、中温温水による放射空調
・高効率照明、センサー制御

・自然通風・自然採光
・CO 濃度制御などの省エネ計算未評価技術の導入
・太陽光発電の設置
・BEMS 導入による最適運用、コミッショニング

□運用段階

仙台市本庁舎建替基本設計書

・「グリーンビルディングの整備を促進するための方針」
に基づき、下記の事項に配慮した計画とします。

・地球温暖化対策
・緑化の推進
・景観への配慮
・資源循環の推進

・水環境の保全
・風害、日照阻害、電波障害対策
・交通計画

2

「防災環境都市」として杜の都・仙台にふさわしい庁舎を目指します。

ZEB Ready を実現し、将来的に Nearly ZEB を目指す ライフサイクルコストの最適化
・建物、設備は、建設費、運用費、更新費を総合的に考慮した計画とし、

ライフサイクルコストの最適化を図ります。
・ 外装にはバルコニーを設けることで、省エネ性の向上やゴンドラによる清掃

を必要としない計画とします。
・ バルコニー部に設備機器を分散配置し、機器スペースをコンパクト化するこ

とで、バルコニーからメンテナンス・更新を行える計画とします。
・ 耐久性の高い機器・器具 ( 放射パネル、樹脂配管、LED 照明等 ) を採用する

ことで、更新頻度を抑える計画とします。

・持続可能な社会に貢献するため、快適性・健康性を確保しつつ、竣工段階では ZEB Ready を
実現します。

・自然エネルギーを積極的に導入し、さらなる省エネルギーを目指します。設備更新時には、よ
り効率の高い機器を導入することで、将来的に Nearly ZEB を目指します。



10-1. 防災 (BCP) 計画コンセプト

■市民の安全・安心を支える拠点となるしなやかで強靭な庁舎
- 災害時において迅速に業務継続を可能とする防災の中枢拠点 -

・「杜の都・仙台」の豊かな環境を基本としながら、東日本大震災の教訓を踏まえ、しなやかで強靭な
「防災環境都市」実現に向けて、防災中枢拠点とするべく災害対策を構築します。

10-2. 災害時における市庁舎の使われ方
・一時避難者は東日本大震災時と同程度である 1,000人程度と想定し、低層部にて屋根付広場、会議室等

を活用し、必要なスペースを確保します。冬季の被災も想定し、屋内である市民利用・情報発信機能
部分を活用します。

・高層棟の低層階に災害対策本部を設置し災害対策機能を強化、災害時における議会・行政の業務継続
性の強化により、市民の安全・安心を守る司令塔としての機能を強化します。

・災害時に敷地内広場を防災広場に転用可能な構造とし、 緊急・復旧車両の駐車等に利用可能な仕様としま
す。

建築計画（迅速な機能転換）
・災害対策本部機能を配置し、災害時の情報収集、発信を速やかに行います。
・屋上にヘリポート ( 飛行場外離着陸場 ) を設置し、防災ヘリを受け入れるなど、支援物資の受け入れや救急

患者の搬送を行います。

・職員及び来庁者等一時避難者対応に必要な備蓄品を保管する倉庫を設けます。
・市民利用が主となる低層部を一時避難エリアとして考慮します。
・主要な設備機器（電気設備、受水槽など）は、浸水の恐れのない 3 階に設置します。

ライフラインの途絶等に対応した機能確保（停電、インフラ途絶対策 )
・電力引込は2回線（本線・予備線）受電とすると共に非常用発電機は2 基配置し、電源の信頼性を確保します。
・停電時に３日間運転可能な発電機用燃料を備蓄し、建物機能を自立可能とします。
・太陽光発電を蓄電池と併用し、夜間や発電機燃料枯渇時においても一部の電力供給を可能とします。
・受水槽、常備ペットボトル備蓄を備え、7 日分の飲料水を確保します。
・井戸水の継続利用により雑用水を 7 日間以上確保します。
・緊急時排水槽を設け、トイレ洗浄等の排水に 7 日間対応します。
・自然通風、自然採光を積極的に取り入れ、災害時エネルギー供給の効率化を図ります。
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10．防災 (BCP) 計画

仙台市本庁舎建替基本設計書

災害対策本部イメージ
出典︓国土交通省ホームページ
https://www.milt.go.jp/

災害対策本部イメージ
出典︓国土交通省ホームページ
https://www.milt.go.jp/

市道勾当台公園

https://www.milt.go.jp/
https://www.milt.go.jp/
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11．セキュリティ計画

仙台市本庁舎建替基本設計書

11-1. 基本的な考え方

・新本庁舎における行政機能・個人情報の保護や防犯上の観点などから、来庁者の利用（立入り）可能な
場所を明確にするとともに、職員についても業務特性に応じたセキュリティレベルの設定を行います。

・休日や平日の開庁時間外の開放エリアを明確に区分できる施設構成とします。
・今後、諸室の検討とあわせ、セキュリティレベル・範囲・手段については適切に設定していきます。

職員
来庁者(受付後) 職員・市長部局・議会関係者 管理者職員

来庁者

8:00 17:30 22:00 ( 時間想定)

平日
夜間

開庁時間
夜間

休日 市民利用施設 開放時間

セキュリティ検討時間凡例

※セキュリティゾーン レベル④以上にてカードリーダー

※セキュリティゾーン レベル⑦間にて生体認証設備（顔・指紋等）

※エレベーターかご入口箇所には、カードリーダーを見込む。

セキュリティゾーン凡例 基準階平面図

11-2. セキュリティの考え方

・市民や職員などが入れるエリアに応じたセキュリティゾーニングを行い、セキュリティレベルに応じた
入退出管理を行います。
・セキュリティレベル 7 の室は、生体認証による入退出管理を計画します。
・セキュリティゾーニングラインは、各部局の執務条件に合わせて設定し、将来の組織変更にも柔軟に
対応できる計画とします。

・平日時間外・休日は、執務エリアへの外部からの不正侵入を防止するため、エレベーターに不停止制御
をかける計画とします。

・夜間等警戒のため、必要な諸室に機械警備設備を導入します。

ELV ELV

ELV

ELV

ELV ELV

ELV

ELV

北西側執務エリア

レベル④

倉庫更衣室

南東側執務エリア

窓口・相談スペース

カードリーダー＋電気錠

自動ドア
カードリーダー＋電気錠

1 階平面図

レベル②

レベル①

レベル④

レベル②

レベル③

レベル②

レベル④
授乳室

風除室

風除室

ロビー

守衛室・
防災センター

市民利用・ 総合
情報発信機能案内

市民利用
・

情報発信機能
（金融機関等）

市民利用
・

情報発信機能
（金融機関等）

レベル②

レベル①
市民利用ゾーン

レベル②
共用エリア

レベル③
共用エリア

レベル④
執務エリア

レベル⑤
特有諸室等

レベル⑥ 議場・市長室等

レベル⑦ サーバー室

職員
一般利用者

開庁時外も外部
から入れる範囲

開庁時に
入れる範囲

開庁時に受付後
入れる範囲

カードリーダー等 生体認証設備等

入退室管理を行います。
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12．電気設備計画

12-1. 基本方針

12-2. 電気設備概要

仙台市本庁舎建替基本設計書
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13. 機械設備計画

13-1. 基本方針

13-2. 機械設備概要

仙台市本庁舎建替基本設計書

ഛタ 項目 仕様


